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スルフィドで還元することにより，対応する N/ - ホルミルキヌレニンまたはキヌレニンに変換するこ


















タンパク質中のトリプトファン残基 (Trp) の機能を解析する手段のーっとして， Trp残基を化学











し，反応中間体のuvスペクトル，低塩における 13C およびlH NMR測定結果から，この中間体はN乙
メトキシハイドロパーオキシメチルキヌレニン誘導体であることを明らかにして， Trp から NFK ある
いは Kynへのオゾンによる酸化反応の機作を解明した。
上記知識を基礎にタンパク質中の Trp残基を定量的に酸化することを試み， Trp 6 残基含有するニ
ワトリ卵白リゾチームを採りあげた。まず還元カルボキシメチル化したリゾチームをギ酸・メタノー
ル (1: 4 , v/v) に溶解して-780C でオゾン酸化し，中間体をジメチルスルフイドで還元して， 6 
個の Trp残基を完全に酸化し， NFKおよび、Kyn誘導体に導き得ることを明らかにした。しかし生のリ
ゾチームでは完全には酸化できず，完全酸化するためにはタンパク質の立体構造を完全に破壊する必
要のあることを明らかにした。
以上の升田君の研究は，タンパク質中の Trp残基の機能を解析するためのオゾンによる酸化反応の
基礎を確立したもので，今後の研究発展に寄与するところ大である。よって同君の論文は理学博士の
学位論文として充分価値あるものと判定する。
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